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（論文審査の要旨） 
本 論 文 は 5-Fluorouracil(5-FU) 系 代 謝 酵 素 で あ る Thymidine phosphorylase (TP), 
Dihydropyrimidine dehydrogenase (DPD), Thymidylate synthase (TS), Orotate 
phosphoribosyltransferase (OPRT)の mRNA 発現量を測定し, その影響について検討した研究報告
である. 
対象は完全切除後が行われた病理病期Ⅰ・Ⅱ期非小細胞肺癌 66 例であり , Danenberg Tumor 
Profile 法により各酵素 mRNA 量を定量的に測定されており , 年齢・性別・組織型・病理病期・
分化度・胸膜浸潤・脈管侵襲・各酵素 mRNA 発現量・疾患特異生存率との関連性を後方視的
に比較検討している . 
その結果 , TP は血管浸潤例 , DPD は肺腺癌 , OPRT は肺扁平上皮癌 , TS は低分化癌で有意に高発
現であった . また TP 高発現群は低発現群と比較して有意に予後不良であった . このことから
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